『華厳経』十回向品の考察 by 陳 永裕
うO
華
巌
経
十
廻
向
品
の
考
察
｜凍
牙く
裕
（
本
覚
）
目
次
一
、
は
じ
め
に
二
第
一
廻
向
に
つ
い
て
・
三
、
特
に
代
受
苦
を
め
ぐ
っ
て
四
、
第
十
廻
向
に
つ
い
て
五
、
廻
向
の
成
就
六
、
お
わ
り
に一、
は
じ
め
に
『
華
巌
経
』
は
、
哲
学
の
世
界
と
宗
教
の
世
界
と
の
両
面
を
備
え
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
華
巌
の
「
相
即
相
入
・
六
相
円
融
」
な
ど
の
推
究
は
前
者
の
領
域
に
属
す
る
考
察
で
あ
り
、
「
十
廻
向
・
十
地
・
入
法
界
」
な
ど
は
後
者
の
領
域
に
属
す
る
実
践
の
道
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
『
華
巌
経
』
の
宗
教
の
世
界
と
も
言
い
う
る
菩
薩
行
（
『
o
$
5
2
2
？
2
々
と
に
重
点
を
置
き
、
十
廻
向
品
を
基
に
し
て
筆
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
十
廻
向
品
を
基
に
す
る
理
由
は
、
菩
薩
行
の
根
本
の
姿
勢
は
、
ま
ず
自
我
の
放
棄
で
あ
り
、
tc－図
i
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
行
い
を
も
っ
と
も
積
極
的
に
述
べ
て
い
る
の
が
、
『
華
巌
径
』
の
中
で
十
廻
向
品
で
は
な
し
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
稿
で
は
、
十
廻
向
品
の
経
文
を
読
み
な
が
ら
、
文
に
従
っ
て
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
廻
向
品
の
経
文
は
膨
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
含
む
思
想
も
広
く
て
、
制
限
さ
れ
た
枚
数
の
中
で
、
十
廻
向
の
全
部
を
考
察
す
る
に
は
大
変
無
理
な
こ
と
で
、
本
稿
で
は
、
第
一
救
護
一
切
衆
生
船
舶
衆
生
相
廻
向
（
以
下
第
一
廻
向
）
と
、
第
十
等
法
界
無
量
廻
向
（
以
下
第
十
廻
向
）
だ
け
を
重
点
に
考
察
し
て
、
十
廻
向
の
全
体
を
眺
め
る
こ
と
に
す
る
。
廻
向
思
想
は
大
乗
仏
教
を
通
し
て
菩
薩
を
菩
薩
た
ら
し
め
る
原
動
力
に
な
っ
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
そ
の
廻
向
思
想
の
頂
点
に
立
つ
の
が
『
華
巌
経
』
の
十
廻
向
品
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
十
廻
向
品
は
、
『
旧
訳
華
巌
経
』
、
『
新
訳
華
巌
経
』
、
『
蔵
訳
華
巌
経
』
に
そ
れ
ぞ
れ
、
「
金
剛
憧
菩
薩
十
廻
向
品
」
、
「
十
廻
向
品
」
、
「
金
剛
瞳
廻
向
品
」
の
品
名
で
、
共
に
第
五
会
卿
率
天
宮
会
で
説
か
れ
た
品
で
あ
る
。
こ
の
第
五
兜
率
天
官
会
で
は
、
十
廻
向
品
り
外
に
、
「
昇
兜
率
天
宮
品
」
と
「
兜
率
天
宮
中
伺
讃
品
」
の
三
品
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
古
来
、
前
の
二
品
を
「
請
仏
序
・
讃
仏
序
」
と
し
て
序
分
と
し
、
後
の
十
廻
向
品
を
正
説
分
と
し
て
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
－
昇
兜
率
天
宮
品
l
請
仏
序
」
第
五
会
兜
率
天
宮
会
よ
兜
率
宮
中
旬
讃
品
l
讃
仏
序
l
」
序
「
十
廻
向
品
｜
｜
｜
分
正
説
分
l
正
宗
分
こ
の
よ
う
に
十
廻
向
品
は
、
『
華
巌
経
』
に
お
い
て
の
第
二
会
の
「
菩
薩
問
明
品
」
、
第
三
会
の
「
十
住
品
」
、
第
四
会
の
「
十
行
品
」
、
第
六
会
の
「
十
地
品
」
と
共
に
各
会
の
中
心
を
な
す
品
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
が
。
ま
た
経
十
人
の
量
む
い
E
コ
入
官
界
品
」
の
次
に
膨
大
な
量
で
あ
る
。
そ
う
し
て
『
華
巌
経
』
の
伝
播
の
上
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
の
寂
天
（
ω
E
2・
r；
ー
川
六
五
O
l七
う1
五
O
頃
）
の
『
大
乗
集
菩
薩
学
論
』
（
p
z
zヨ
c
n
n
f
）
の
中
で
十
廻
向
日
間
の
一
部
分
に
相
当
す
る
も
の
が
『
金
剛
健
経
』
（
〈
2
E
L
f－
］
？
ω
g
M
）
の
名
称
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
華
巌
経
』
の
単
行
本
の
流
布
の
手
掛
り
と
し
て
重
要
な
一
面
を
持
勺
て
い
る
品
で
も
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
十
廻
向
品
を
次
の
二
つ
の
方
面
か
ら
『
華
’
巌
経
』
の
中
で
占
め
て
い
る
意
味
を
採
っ
て
見
ょ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
菩
薩
の
修
行
階
位
に
お
い
て
、
十
廻
向
は
三
賢
か
ら
十
聖
へ
入
る
関
門
の
意
味
と
し
て
、
前
行
を
総
摂
し
て
十
地
位
に
向
か
う
中
枢
的
な
役
割
を
果
た
す
階
位
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
一
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
般
的
な
教
理
体
系
に
従
っ
て
、
十
廻
向
品
を
賢
か
ら
聖
へ
入
る
関
門
的
な
意
味
を
持
た
せ
て
述
べ
て
い
る
が
、
十
地
を
最
高
と
す
る
階
位
の
組
織
は
、
『
華
巌
経
』
の
大
本
編
纂
の
際
に
構
成
さ
れ
た
～
国
う
よ
う
に
、
『
華
巌
経
』
で
の
階
位
の
各
各
は
、
実
は
一
つ
の
階
位
そ
れ
自
体
で
全
体
を
包
容
す
る
徳
用
を
持
っ
て
い
る
と
思
？
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
十
廻
向
品
と
十
地
品
を
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
見
る
と
、
十
廻
向
品
は
金
剛
警
ロ
薩
が
「
菩
薩
智
光
三
味
」
に
入
り
、
十
地
品
は
金
剛
蔵
菩
薩
が
「
菩
薩
大
智
慧
光
明
三
昧
」
に
入
る
と
い
う
。
こ
れ
は
意
味
的
に
非
常
に
似
て
い
る
三
昧
に
入
る
こ
と
で
「
智
」
の
境
界
を
元
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
二
人
の
菩
薩
が
三
昧
か
ら
目
覚
め
て
所
見
を
披
歴
す
る
と
こ
ろ
の
経
文
を
引
用
し
て
見
る
と
、
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
、
有
不
可
思
議
大
田
川
氏
満
法
界
～
普
能
法
護
一
切
衆
生
ヘ
所
謂
F学
去
来
現
在
一
切
仏
廻
向
ぺ
：
。
諸
仏
子
、
諸
菩
薩
願
善
決
定
無
准
不
明
出
見
、
広
大
加
古
界
究
寛
如
虚
空
’
、
日
以
未
来
際
調
一
切
仏
利
～
放
謹
一
切
衆
生
’
、
点
一
切
諸
仏
所
護
一
人
z過
去
未
来
現
在
諸
仏
智
地
－
川
：
。
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
経
文
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
菩
薩
は
広
大
な
る
願
を
元
と
し
て
一
切
衆
生
を
救
護
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
金
剛
憧
菩
薩
は
三
世
一
切
諸
仏
の
廻
向
を
学
び
、
金
剛
蔵
菩
薩
は
三
世
諸
仏
の
仏
智
地
に
入
る
こ
と
と
し
て
十
地
が
展
開
i
れ
る
o
こ
こ
で
「
仏
智
」
を
中
心
と
し
て
説
く
な
ら
ば
、
十
廻
向
品
の
中
で
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
願
諸
衆
生
普
得
清
浄
、
究
寛
成
就
一
切
種
包
巧
」
か
、
「
念
一
切
智
心
無
暫
捨
」
な
ど
の
表
現
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
も
し
「
願
」
を
根
幹
と
し
て
言
う
な
ら
ば
、
十
地
品
で
は
十
大
願
で
纏
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
十
廻
向
品
は
経
文
の
全
体
が
戸
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ニ
品
は
、
菩
薩
行
の
根
本
を
な
す
智
と
願
、
そ
れ
に
加
わ
え
て
慈
悲
と
の
三
つ
の
面
で
共
通
性
を
持
つ
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
論
述
を
す
る
意
図
は
、
十
廻
向
と
十
地
、
そ
し
て
そ
の
外
の
菩
薩
階
位
が
『
華
巌
経
』
の
経
文
か
ら
見
る
限
り
、
上
下
優
劣
の
階
級
的
な
性
格
を
持
つ
と
い
う
よ
り
も
、
各
各
の
菩
薩
は
自
分
の
境
地
で
行
う
べ
き
菩
薩
行
を
説
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
「
十
地
は
勝
義
に
は
始
め
か
ら
そ
の
主
体
で
あ
る
一
切
智
性
と
い
う
凶
口
目
的
々
作
用
を
具
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
体
的
に
十
の
ス
テ
ー
ジ
（
∞
E
主
と
し
て
固
執
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
ザ
」
と
い
う
意
見
と
同
じ
観
点
で
あ
ろ
う
。
少
く
な
く
と
も
『
華
巌
経
』
に
お
い
て
の
「
階
位
」
と
い
う
の
は
、
優
劣
の
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
階
位
の
各
各
は
そ
れ
自
体
、
全
体
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
あ
る
意
味
で
は
、
「
救
護
衆
生
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
い
て
経
文
を
観
察
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
十
廻
向
品
は
十
地
品
よ
り
相
当
幅
広
い
、
し
か
も
積
極
的
な
菩
薩
行
を
説
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
十
廻
向
と
十
地
が
同
一
な
る
こ
と
は
す
で
に
比
較
さ
れ
て
お
り
、
地
前
三
賢
位
九
し
て
十
廻
向
が
扱
わ
れ
た
原
因
は
、
『
仁
王
経
』
の
説
を
『
樫
洛
本
業
経
』
の
原
作
者
が
受
け
継
い
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
論
述
さ
れ
か
。
こ
の
よ
う
に
十
廻
向
品
は
、
菩
薩
の
修
行
階
位
の
中
で
階
位
と
し
て
意
味
を
持
つ
が
、
実
際
に
『
華
巌
経
』
の
中
で
は
各
品
は
漸
次
的
な
階
級
順
位
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
各
品
は
独
立
し
て
仏
智
、
乃
至
菩
薩
行
を
説
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
も
そ
れ
に
従
っ
て
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
次
に
は
、
『
華
巌
経
』
が
菩
薩
道
を
説
く
経
典
で
あ
る
限
り
、
十
廻
向
行
こ
そ
が
菩
薩
道
を
菩
薩
道
た
ら
し
め
る
大
い
な
る
行
い
で
あ
り
、
十
廻
向
品
の
経
文
の
す
べ
て
は
衆
生
救
済
へ
の
願
行
に
満
ち
た
菩
薩
道
の
典
型
を
な
し
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
実
際
に
十
廻
向
品
の
経
文
を
読
ん
で
見
る
と
、
経
文
の
全
体
が
衆
生
だ
け
を
案
じ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
品
で
は
見
が
た
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。廻向
の
原
語
は
、
F同
7
4、
古
田
か
ら
3
8山
E
E
ω
J
m
u
m
H関
口
釦
ヨ
釦
ロ
仰
ロ
ω
円削一’
muω
ロ
ロ
凶
自
関
口
問
－
a
－
J
 
勺
ωロ
ロ
凶
自
由
’
－
I
 
な
ど
の
形
を
取
っ
て
、
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そ
の
意
味
と
し
」
し
は
、
口
ω
コ
1
0
5
2
2
J
r
；一
0
3
2
7
2
1
2コ
ヂ
ヨ
E
C
E
J
J
n
r
E
n
m
。『
m
E
Z
O
H
o
n
2
2士
3
J
n
2
8
2
口
四
五
四
5
0宅
な
ど
と
あ
る
。
即
ち
、
「
変
化
す
る
と
あ
る
状
態
か
ら
あ
る
状
態
へ
て
「
発
展
す
る
」
、
「
円
熟
す
る
」
、
「
変
形
す
る
士
な
ど
の
意
味
で
あ
り
、
漢
訳
の
経
典
上
に
お
い
て
は
、
「
趣
向
す
る
」
、
「
ふ
り
向
け
る
L
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
う4
あ
る
。さて
、
廻
向
の
意
味
解
釈
に
お
い
て
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
J
九
二
）
は
『
大
乗
義
章
』
の
中
で
、
ラ
一
戸
廻
向
’
者
、
廻
己
善
法
泊
所
－
趣
舟
故
五
廻
向
・
、
と
あ
る
よ
う
に
、
三
種
廻
向
を
出
し
て
い
る
。
廻
向
汗
同
一
門
説
一
二
、
智
綴
（
六
O
二
l
六
六
八
）
は
そ
の
説
を
承
け
て
、
一
菩
提
廻
向
二
衆
生
廻
向
三
実
際
廻
向
い
・
。
廻
前
行
向
菩
提
、
月
向
実
際
－
用
帰
z
極
体
－
故
。
廻
向
者
、
亦
河
且
衆
生
及
法
性
．
：
・
廻
向
店
三
、
一
組
下
向
衆
生
点
物
同
成
故
、
一
一
見
向
菩
提
捨
＝
諸
世
有
祉
、
一
と
す
る
。
両
者
は
、
共
に
自
ら
の
善
法
と
功
能
を
、
衆
生
と
菩
提
及
び
実
際
と
の
三
つ
へ
趣
か
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
法
蔵
（
六
四
三
七
三
亡
は
、
「
約
山
崎
L
、
「
約
利
生
」
、
「
約
菩
提
山
と
い
う
三
つ
の
分
類
に
よ
っ
て
説
明
の
仕
方
を
変
え
る
だ
け
で
、
三
廻
向
と
い
う
同
じ
範
時
を
逸
脱
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
後
、
澄
観
（
七
三
八
八
三
九
）
も
三
出
向
を
基
に
十
種
組
向
を
説
き
叫
姻
向
思
想
は
菩
薩
行
の
川
結
と
し
て
展
開
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
廻
向
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
て
翻
訳
さ
れ
始
め
た
の
か
、
イ
ン
ド
古
代
の
哲
皐
と
文
製
の
中
で
の
用
例
、
い
つ
漢
訳
語
の
掴
向
と
3
2
4
M
Z
が
一
致
し
そ
し
て
廻
向
思
想
の
源
は
ど
こ
か
ら
で
あ
る
か
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
を
要
す
る
問
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
面
の
関
係
上
そ
の
問
題
は
省
略
す
る
。
一、
第
一
廻
向
に
つ
い
て
十
組
向
中
第
一
救
護
一
切
衆
生
離
衆
生
相
廻
向
を
姻
向
行
の
始
ま
リ
と
し
て
こ
こ
で
考
察
す
る
。
般
若
経
典
以
来
、
廻
向
と
い
う
こ
と
が
菩
薩
行
と
結
び
付
い
て
、
大
乗
仏
教
思
想
の
中
心
概
念
の
一
つ
と
し
て
剥
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
『
華
巌
鰹
』
の
十
廻
向
品
に
至
る
と
、
一
一
層
衆
生
を
伴
う
積
極
的
な
菩
薩
行
が
廻
向
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
華
巌
特
有
の
廻
向
行
を
普
賢
3
3
2
E『
『
『
？
と
と
い
う
行
者
に
象
徴
化
し
て
華
厳
の
姻
向
行
を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
旬
。
こ
の
意
味
で
、
十
廻
向
品
が
金
剛
瞳
（
〈
m
Eムぺ
ω」
印
）
菩
薩
の
説
く
十
廻
向
で
あ
リ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
面
に
お
い
て
は
普
賢
思
想
が
農
厚
に
表
明
J
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ぞ
そ
し
て
そ
の
普
賢
行
と
廻
向
行
と
の
関
係
を
持
つ
一
例
と
し
て
、
普
賢
行
願
が
第
十
「
並
日
皆
組
向
U
の
文
を
持
っ
て
終
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
埋
論
の
面
を
説
き
尽
く
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『
十
華
厳
程
』
は
、
般
若
経
典
、
が
そ
の
実
践
の
面
を
限
リ
な
く
説
い
て
い
る
と
言
わ
れ
か
o
こ
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
実
践
道
か
ら
見
て
、
の
実
践
の
面
と
い
う
の
が
、
衆
生
に
向
か
っ
て
の
普
賢
行
で
あ
リ
、
廻
向
行
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
一
救
護
一
切
衆
生
離
衆
生
相
廻
向
は
、
菩
薩
が
一
切
衆
生
を
救
護
し
な
が
ら
も
、
そ
の
衆
生
と
い
う
相
に
こ
だ
わ
ら
な
い
創
向
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
『
菩
薩
理
務
本
業
経
』
で
は
、
こ
の
第
一
廻
向
を
解
釈
し
て
、
「
菩
薩
が
常
に
無
相
心
の
中
で
六
道
に
行
き
、
わ
さ
わ
さ
果
報
に
入
リ
、
菩
薩
は
果
報
を
受
け
な
い
境
地
で
あ
リ
な
が
ら
、
し
か
も
諸
の
果
報
を
受
け
て
）
切
衆
生
を
掴
易
転
化
す
旬
」
と
い
う
同
事
摂
の
意
味
を
取
っ
て
説
明
す
る
。
「
無
局
の
心
を
廻
し
て
浬
繋
路
に
向
か
九
」
と
も
説
く
の
を
見
る
あ
る
い
は
、
こ
ん
」
が
で
き
る
。
ま
ず
、
第
一
組
向
の
経
文
を
引
用
し
て
見
る
と
、
云
何
馬
古
口
薩
摩
詞
薩
、
救
’
護
一
切
衆
生
離
衆
生
相
・
廻
店
、
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
、
訂
檀
波
羅
蜜
、
88戸
波
羅
蜜
・
、
車
問
提
波
羅
亘
、
必
精
進
波
羅
蜜
i
、
入
’
稗
波
羅
蜜
’
、
住
強
若
波
羅
蜜
一
、
大
慈
大
悲
大
喜
大
捨
惇
＝
加
是
等
無
量
善
県
、
修
＝
善
照
時
作
是
念
言
、
願
ZI善
根
普
能
島
常
一
切
衆
生
九
・
と
あ
る
。
こ
の
経
文
は
大
乗
鰹
典
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
平
凡
な
一
旬
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
十
組
向
中
第
一
廻
向
の
始
ま
リ
と
し
て
、
5 5 
後
に
来
る
諸
出
向
の
方
向
を
基
礎
づ
け
る
と
忠
わ
れ
る
。
つ
ま
り
廻
向
行
の
基
本
は
、
六
波
羅
蜜
の
行
と
四
無
量
の
心
を
修
め
て
、
そ
れ
を
持
っ
て
衆
生
を
鏡
位
し
、
一
切
の
苦
し
み
を
山
減
し
よ
う
と
す
る
願
を
立
て
る
の
が
第
一
組
向
の
出
授
で
あ
る
。
こ
の
第
一
廻
向
の
義
を
『
大
乗
義
章
』
に
よ
る
と
。
救
護
衆
土
雌
・
衆
生
相
－
者
、
就
’
所
姐
似
名
、
菩
薩
修
計
六
波
羅
宜
摂
取
衆
生
一
、
冷
雌
一
切
煩
悩
業
苦
－
同
住
菩
提
唱
官
京
生
、
等
救
済
不
簡
怨
親
善
悪
等
別
－
名
徹
也
然
生
相
－
。
と
し
て
リ
則
ち
、
衆
生
を
業
手
い
か
ら
紋
済
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
怨
親
善
悪
を
恒
別
す
る
こ
と
な
く
、
匂
し
く
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
第
一
組
向
を
作
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
智
鍛
は
「
化
事
縦
二
我
也
」
と
し
て
、
菩
薩
が
衆
生
を
教
化
す
る
に
あ
た
っ
て
教
化
者
と
教
化
さ
れ
る
者
と
の
分
別
封
立
を
越
え
た
境
地
を
も
っ
て
第
一
姻
向
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
経
文
は
、
菩
薩
自
身
が
一
切
衆
生
の
た
め
、
舎
－
護
・
川
・
趣
・
安
・
明
・
飢
・
灯
－
導
師
と
な
っ
て
衆
生
を
し
て
一
切
智
（
∞
E〈
ω
ヲ
と
へ
引
尊
さ
せ
る
川
」
い
う
設
願
で
尚
ち
て
い
る
。
そ
し
て
組
向
を
行
う
時
、
菩
薩
が
持
つ
べ
き
心
と
し
て
次
の
経
文
が
説
か
れ
る
。
仏
子
、
菩
薩
摩
討
薩
、
必
非
親
友
’
守
護
姐
向
、
レ
HF
其
親
友
－
等
無
芸
刻
、
何
以
故
、
菩
薩
摩
討
薩
入
z
一
切
法
平
等
性
．
故
、
一
汁
於
＝
衆
生
而
U
W一
念
J
親
友
・
想
心
設
有
京
生
－
於
．
菩
薩
所
－
起
百
害
心
ヘ
菩
，
薩
亦
以
z
慈
眼
示
ι之
終
盤
一
志
怒
一
並
日
馬
z衆
生
作
’
善
知
識
－
、
出
首
正
法
－
令
－
其
ゆ
習
ヘ
警
如
＝
大
海
一
切
衆
心
不
能
変
壊
菩
薩
亦
爾
。
こ
の
程
文
の
中
で
菩
薩
の
衆
生
に
対
す
る
心
持
ち
を
二
つ
に
要
約
し
て
挙
げ
る
と
、
一
に
は
、
「
入
一
切
法
主
一
寸
性
」
と
、
こ
に
は
、
「
慈
眼
幌
之
」
で
あ
る
。
菩
薩
が
一
切
法
平
等
性
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
般
若
の
智
慧
を
体
得
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
リ
、
慈
眼
を
持
っ
て
一
切
を
等
観
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
組
向
行
は
智
慧
と
慈
悲
を
表
裏
と
し
て
成
リ
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
法
臓
の
悲
と
智
を
も
っ
て
第
一
個
向
を
注
釈
し
て
い
る
文
を
引
用
す
る
と
、
主
口
薩
善
根
情
諸
衆
生
煩
悩
業
活
名
救
、
令
住
吉
提
治
議
、
雌
成
救
護
’
然
於
衆
生
－
m性
平
等
故
五
－
離
相
－
、
又
救
是
大
悲
、
縦
是
大
智
。
側
と
あ
る
。
右
の
引
用
文
の
通
リ
、
菩
薩
は
大
悲
と
大
智
、
言
い
換
え
れ
ば
広
大
等
心
と
不
顛
倒
心
に
よ
っ
て
埋
法
の
世
界
と
現
象
の
世
界
に
偏
着
を
断
れ
て
’
H
由
自
じ
仕
に
出
入
す
る
と
こ
ろ
に
広
大
な
る
華
厳
の
廻
向
行
は
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
浬
禦
に
も
住
せ
ず
、
ま
た
生
死
中
流
に
も
住
せ
ず
叶
」
と
あ
る
の
は
、
『
華
厳
経
』
十
行
品
の
中
で
「
菩
薩
は
生
死
に
住
せ
ず
、
寸
救
護
衆
生
離
衆
生
相
」
の
意
味
と
相
通
じ
る
菩
燥
の
姿
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
菩
薩
は
執
着
し
な
い
と
い
う
桜
本
の
姿
勢
の
上
に
平
等
（
忠
ヨ
M
ミ
と
の
埋
法
を
悟
リ
、
慈
悲
（
ヨ
E
2
7
E
E
t
－
V
」
行
じ
て
行
く
の
に
広
大
な
る
願
（
勺
Z
T
F
Eと
を
持
っ
て
持
続
さ
せ
、
十
組
向
の
中
に
は
そ
れ
を
姐
向
行
と
し
て
説
く
の
で
あ
る
。
経
文
で
示
す
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
思
い
衆
生
を
相
手
に
し
て
も
、
教
化
を
や
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
了
念
も
起
こ
る
こ
と
が
な
ザ
北
口
薩
は
願
心
の
中
で
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
）
怨
親
の
平
等
は
実
に
成
し
遂
げ
が
た
い
こ
と
で
、
内
U
慧
と
慈
悲
を
備
え
た
仏
で
な
け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
と
も
言
わ
れ
る
が
、
華
巌
の
世
界
に
は
仏
と
菩
薩
と
の
恒
別
を
分
け
る
こ
と
は
何
の
怠
味
も
持
つ
の
で
は
な
く
、
い
と
い
う
の
は
、
平
等
の
智
一度、
設
心
し
て
華
厳
の
菩
薩
行
に
踏
み
込
ん
だ
人
は
、
誰
で
も
無
限
の
時
間
・
空
間
の
中
で
願
を
立
て
、
仏
も
菩
薩
も
そ
し
て
衆
生
さ
え
も
平
等
の
立
場
に
立
た
な
け
れ
ば
実
践
に
移
す
v
」
と
だ
け
の
此
界
に
生
き
る
。
そ
こ
は
、
な
ら
な
い
世
界
な
の
で
あ
る
。
第
一
脳
内
の
「
離
衆
生
相
組
向
」
と
は
こ
れ
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
無
限
な
る
世
界
の
平
等
な
る
行
い
を
火
山
仇
し
て
、
太
陽
が
一
個
物
を
照
ら
す
た
め
で
は
な
く
、
天
地
の
物
を
普
く
照
ら
す
た
め
で
あ
る
と
同
様
に
、
菩
薩
は
一
切
衆
牛
を
抗
日
く
放
う
た
め
に
出
向
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
平
等
と
い
う
心
は
、
実
は
、
こ
の
一
う6う7
切
衆
生
と
い
う
と
こ
ろ
に
根
本
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
う8
三
。
特
に
代
受
苦
を
め
ぐ
っ
て
今
ま
で
、
「
入
一
切
法
平
等
性
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
主
に
考
察
し
て
来
た
が
十
第
一
組
向
の
中
で
、
次
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
表
現
は
、
「
代
諸
衆
生
受
種
種
苦
」
と
か
、
「
以
身
馬
百
枚
目
閉
一
切
思
道
衆
生
令
得
解
酌
」
な
ど
で
あ
る
。
先
に
考
点
し
て
来
た
平
等
の
智
で
一
切
を
等
一
蹴
す
る
と
こ
ろ
か
ら
姻
向
行
は
始
ま
リ
、
一
切
衆
生
の
昔
を
代
受
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
至
ぺ
て
、
こ
間
出
向
行
ι
極
め
ら
れ
る
。
菩
薩
が
空
智
に
住
し
な
が
ら
虚
無
に
陥
ら
な
い
の
は
、
菩
薩
に
大
悲
の
精
紳
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
よ
う
に
、
代
受
の
慈
悲
に
よ
っ
て
菩
薩
の
空
観
は
衆
生
ιぃ
11
瓜
象
の
方
正
准
ι。
三
」
で
言
ゲ
「
救
晴
代
受
苦
」
L
U
こ
と
は
昨
凶
作
論
一
ω
E
－ω
r
n
E
Pと
も
比
較
し
う
る
こ
と
と
し
て
興
味
。
体
い
。
ま
た
古
来
、
筆
般
の
注
釈
家
た
ち
が
特
に
注
H
し
て
来
た
こ
と
で
も
あ
リ
、
川
仇
在
、
浄
土
忠
訟
に
お
い
て
も
革
ん
じ
ら
れ
る
思
出
で
あ
る
。
法
城
は
、
菩
薩
が
代
受
芭
を
属
す
則
由
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
馬
渦
～
日
本
願
．
是
故
代
救
、
謂
笠
間
薩
A
初
大
高
拾
’
自
身
命
、
只
昌
生
断
書
得
出
向
一
史
無
余
局
、
是
故
衆
生
管
是
菩
薩
所
荷
之
陪
、
心
筋
揃
如
此
同
体
大
願
、
是
故
彼
苦
是
菩
薩
所
憂
。
引
用
文
か
ら
見
る
ょ
っ
に
、
法
一
蹴
は
代
受
古
の
根
本
動
機
を
菩
薩
の
大
願
に
置
き
、
そ
の
同
体
大
願
に
基
つ
い
て
共
に
店
r
J
J
と
い
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
続
い
て
如
何
に
し
て
菩
薩
の
代
受
が
可
能
な
の
か
川
潤
を
発
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
法
織
と
滋
仰
は
共
に
ハ
悲
念
・
増
上
縁
・
同
事
・
止
無
開
業
・
修
正
願
・
契
同
真
如
・
普
賢
法
界
島
引
な
と
を
用
い
て
杭
釈
し
て
い
る
が
、
初
め
の
五
つ
は
菩
薩
の
願
行
か
ら
で
あ
リ
、
後
の
二
つ
は
如
即
の
法
に
合
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
菩
薩
の
代
受
苦
説
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で
あ
る。
『
大
智
度
論
』
で
は
、
諸
仏
の
大
怒
大
悲
の
内
容
と
し
て
代
受
苦
説
を
用
い
て
説
明
す
る
川
」
こ
ろ
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
代
受
苦
説
は
組
向
の
可
能
性
の
問
題
と
共
に
い
ろ
い
ろ
な
論
議
を
引
き
起
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
代
受
作
十
日
説
は
川
中
に
菩
薩
の
空
し
い
川
町
怨
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
、
如
来
の
刷
力
を
借
リ
な
け
れ
ば
不
吋
能
で
あ
る
と
見
る
立
場
が
他
力
削
向
を
主
張
す
る
基
本
の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
『
華
厳
縦
』
の
十
削
向
日
川
で
は
、
十
主
口
町
臨
は
ひ
た
す
ら
加
川
に
衆
生
の
方
に
よ
リ
近
付
い
て
、
自
分
の
願
行
を
衆
生
の
中
で
成
尚
す
る
か
の
み
が
間
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
ぷ
味
で
踊
非
と
か
代
受
山
の
広
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
川
代
即
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
菩
薩
の
願
の
中
で
、
菩
薩
と
衆
生
と
は
同
体
の
他
は
な
い
と
い
う
削
念
が
基
で
あ
る
内
U
と
い
う
指
摘
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
維
摩
縦
』
の
「
一
切
衆
生
が
病
む
を
以
て
の
故
に
我
も
ι
柄
む
、
も
し
一
切
衆
生
の
梢
側
が
滅
す
れ
ば
、
則
ち
我
の
州
も
滅
す
る
」
と
い
う
経
文
も
代
受
苛
の
精
岬
と
同
じ
つ
な
が
リ
を
持
っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
四
。
第
十
廻
向
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
し
て
、
菩
薩
は
、
次
に
「
第
二
不
壊
制
向
」
、
「
第
三
等
一
切
仏
削
向
」
、
「
第
四
半
一
切
応
細
山
」
、
「
第
五
無
尽
功
徳
蔵
組
向
」
、
「
第
六
随
削
堅
固
一
切
善
恨
削
向
」
、
「
第
七
等
随
川
一
切
衆
作
出
向
」
、
「
第
八
真
如
相
出
向
」
、
「
第
九
無
着
無
縛
解
脱
出
向
」
を
粧
て
、
「
第
十
等
法
界
無
量
制
向
」
ヘ
ギ
る
。
こ
の
第
十
出
向
に
お
い
て
菩
嵯
は
法
削
（
E
2
3・
r
z
t
E）
の
位
に
住
し
て
調
御
削
と
し
て
一
切
智
道
を
教
示
す
る
。
こ
こ
で
仏
の
J
l
披
の
一
つ
で
あ
る
「
調
御
削
」
（
Z
E
Zム
ω
ヨ主’
L
Z門
7
こ
を
も
っ
て
菩
薩
の
民
地
を
刷
わ
し
た
こ
と
は
、
も
は
や
第
十
組
向
に
歪
n
て
は
仏
と
菩
併
と
の
出
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
菩
薩
の
刷
出
向
行
の
窮
極
を
な
味
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
組
内
の
段
高
の
境
地
に
ギ
っ
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
菩
雌
は
第
十
脳
内
に
お
い
て
、
法
施
E
E吋ヨ？
ιM
コ
と
を
以
て
方
便
を
馬
し
、
日
付
凡
行
（
『
円
5
2・
2
々
と
を
持
っ
て
菩
薩
行
を
荘
巌
す
る
。
一
般
的
に
『
華
版
料
い
の
許
隊
た
ち
は
配
家
の
菩
薩
と
し
て
、
釈
徐
の
民
系
の
第
子
で
あ
る
党
行
を
主
に
す
る
声
聞
と
は
違
う
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大
乗
菩
薩
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
十
制
’
川
に
お
い
て
山
叫
ん
行
が
必
調
さ
れ
る
ニ
と
は
判
を
立
味
す
る
の
で
あ
る
う
か
。
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察
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
党
行
法
は
身
・
身
来
・
ι川
・
品
業
・
ι・
山
日
本
木
・
仏
・
法
・
僧
・
成
の
十
訟
を
以
て
修
行
観
民
要
な
こ
と
は
、
川
一
つ
に
で
も
取
Y
れ
す
る
心
を
起
せ
ば
そ
れ
は
先
行
法
で
は
な
い
。
先
行
法
は
得
べ
か
ら
ず
故
に
、
三
川
町
法
山
竹
な
山
仁
川
叔
の
放
に
、
立
に
取
行
な
き
が
放
に
、
心
に
附
縦
な
き
が
故
に
、
所
行
に
二
な
き
が
故
に
、
方
便
自
在
『
華
厳
経
』
の
先
行
川
を
見
る
と
、
の
故
に
、
無
相
法
を
受
け
る
が
般
に
、
仙
…
州
法
を
削
ず
る
が
放
に
、
仏
法
U
l
下
を
知
る
が
故
に
、
一
切
仏
法
を
呉
川
に
す
る
が
故
に
、
ち
に
阿
持
多
羅
三
続
三
持
挺
J
を
得
て
、
こ
の
よ
う
な
位
行
を
体
仰
げ
し
て
ぷ
訟
の
中
で
二
ω
併
を
小
ぜ
ず
、
初
授
心
の
と
き
に
た
だ
刊
明MW
 
一
切
法
が
山
ち
心
’
H
性
で
あ
る
こ
と
を
知
リ
慧
’
身
を
凶
就
す
る
。
」
と
い
う
の
が
先
行
日
間
の
是
く
の
如
き
を
名
づ
け
て
山
伊
先
行
と
な
す
。
概
略
で
あ
る
。
1
第
十
廻
向
に
お
U
て
は
先
行
の
名
目
だ
け
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
参
考
と
し
て
引
用
す
る
と
、
無
点
先
行
、
増
益
菩
薩
清
浄
党
行
、
三
世
諸
仏
所
行
党
行
、
無
間
慨
林
凡
行
、
無
着
党
行
、
動
党
行
、
無
乱
党
行
、
無
主
党
行
。
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
党
行
の
名
称
の
中
で
「
無
滅
党
行
」
は
『
旧
訳
華
厳
経
』
で
は
「
無
択
党
行
」
と
な
っ
て
い
る
。
無
一
識
党
行
、
無
滅
党
行
、
安
住
党
行
、
無
所
得
党
行
、
無
比
党
行
、
無
不
破
党
行
、
不
依
党
行
、
不
雑
肱
凡
行
、
無
失
党
行
、
無
能
蔽
党
行
、
仏
所
讃
究
行
、
無
所
依
党
行
、
『
華
厳
経
』
の
党
行
は
、
身
・
語
・
意
業
を
清
ら
か
に
す
る
こ
と
は
無
論
で
あ
り
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
捕
ら
わ
れ
な
い
党
行
を
、
党
行
品
を
始
め
と
し
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
十
廻
向
の
究
行
と
い
う
の
は
、
先
の
不
破
壊
の
党
行
と
か
、
仏
所
讃
の
党
行
、
無
所
得
の
究
行
、
三
世
諸
仏
所
行
の
党
行
な
ど
党
行
の
性
格
か
広
大
な
る
意
味
を
持
っ
て
声
聞
の
究
行
と
は
そ
の
範
囲
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
菩
薩
が
法
師
位
に
住
し
て
衆
生
を
引
導
す
る
た
め
に
は
、
華
厳
の
世
界
に
合
う
党
行
が
改
め
て
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
の
経
文
は
、
菩
薩
が
法
師
と
し
て
の
党
行
の
必
要
性
を
説
く
。
パ
一
切
衆
生
無
諸
悩
害
畢
寛
清
浄
し
何
以
故
、
菩
薩
摩
詞
薩
、
自
於
党
行
不
能
清
浄
、
不
能
令
他
而
得
清
浄
、
自
於
先
行
而
有
mu 
退
転
、
不
能
令
他
無
有
退
転
。
経
文
か
ら
見
る
よ
う
に
、
第
十
廻
向
に
お
い
て
、
法
師
と
し
て
の
菩
薩
は
、
衆
生
を
導
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
己
の
党
行
の
点
検
を
必
要
と
す
る
。
第
十
廻
向
で
菩
薩
の
党
行
が
説
か
れ
る
の
は
、
表
面
に
現
わ
れ
て
い
な
い
大
き
な
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
あ
る
意
味
で
は
菩
薩
の
十
廻
向
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
華
厳
の
究
行
で
あ
ろ
う
。
終
り
な
き
の
時
・
空
に
お
い
て
一
切
諸
仏
が
行
っ
た
党
行
を
菩
薩
も
行
い
、
そ
れ
を
衆
生
に
示
し
て
共
に
歩
ん
で
行
く
道
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
党
行
を
行
じ
て
共
に
至
る
と
こ
ろ
は
法
界
と
い
う
如
来
の
中
で
あ
る
。
『
華
厳
経
』
で
意
味
す
る
法
界
は
如
来
で
あ
り
如
来
は
そ
の
ま
ま
法
界
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
如
来
で
あ
る
法
界
は
、
菩
薩
と
衆
生
の
行
い
を
無
限
の
包
容
力
を
も
っ
て
可
能
な
ら
し
め
る
。
法
蔵
は
、
「
第
十
等
法
界
無
量
廻
向
」
を
、
行
法
、
行
体
、
能
廻
の
智
、
所
廻
の
徳
の
四
つ
の
面
か
ら
考
察
し
て
、
法
施
の
行
法
が
廻
摘
を
成
し
、
所
廻
の
行
体
が
広
大
無
辺
に
至
り
、
能
廻
の
智
と
所
廻
の
徳
が
合
一
し
て
一
切
の
善
根
を
以
て
法
界
の
大
用
に
廻
向
す
る
と
い
う
意
味
で
第
十
廻
向
を
注
釈
す
る
。
ま
た
慧
苑
は
『
刊
定
記
』
で
、
等
法
界
無
量
者
、
等
是
能
等
廻
向
行
、
法
界
無
量
点
所
等
事
、
謂
尽
十
方
虚
空
所
摂
事
、
冷
政
無
漏
体
徳
目
、
日
制
－
彼
一
月
得
数
量
草
彼
事
法
界
故
。
と
あ
る
。
法
界
無
月
限
量
、
今
廻
E
法
施
等
善
畑
、
即
ち
、
能
等
の
廻
向
行
が
所
等
で
あ
る
無
辺
法
界
に
お
い
て
、
法
施
等
の
善
根
を
廻
向
し
て
無
漏
の
功
徳
を
無
辺
法
界
と
同
等
に
成
満
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
第
十
廻
向
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
華
厳
の
理
法
を
窮
め
る
「
法
界
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
法
界
（
生
日
ヨ
伊
l
E
T
Z）
は
、
空
間
的
意
味
と
理
法
的
意
－
味
と
の
両
面
性
を
持
っ
て
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
空
間
的
意
味
も
理
法
の
中
で
の
空
間
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
法
界
は
単
な
る
空
間
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
周
遍
・
平
等
・
含
容
な
ど
の
理
法
の
中
で
昇
華
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
て
、
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法
界
を
文
殊
の
法
界
と
帰
靭
の
法
界
と
r
昨
日
け
て
、
た
総
体
と
し
て
普
賢
の
法
界
が
論
じ
ら
れ
、
普
賢
の
法
界
を
も
っ
て
華
厳
の
世
界
を
現
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
を
合
一
し
こ
の
意
味
で
法
界
は
如
来
と
も
言
い
う
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
普
賢
法
界
こ
そ
が
如
来
法
界
と
称
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
経
文
の
中
か
ら
法
界
の
意
味
を
間
接
的
に
定
義
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
と
、
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
、
又
以
諸
善
根
’
望
廻
向
、
所
謂
、
程
一
界
無
起
性
廻
向
、
訓
法
界
根
本
性
－
廻
向
、
訓
法
界
自
体
性
淘
向
、
血
法
界
無
依
蛙
廻
向
、
如
官
界
無
忘
失
一
岨
向
、
如
法
界
空
無
性
廻
向
、
如
＝
法
界
寂
静
性
－
廻
向
、
如
E
法
界
無
処
所
性
－
廻
向
、
界
無
遷
動
性
廻
向
、
如
法
界
無
差
別
性
廻
向
。
＝如
法
と
あ
る
。
乃
至
、
無
遷
動
、
無
差
別
性
と
し
て
解
釈
さ
れ
こ
の
経
文
か
ら
見
る
よ
う
に
、
法
界
は
無
起
性
、
恨
本
性
、
自
体
性
、
無
依
性
、
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
す
べ
て
法
界
が
備
え
て
い
る
功
能
で
あ
り
、
法
界
を
如
来
と
言
う
意
図
も
こ
こ
に
あ
る
。
世
親
は
『
嬬
中
辺
論
』
の
中
で
、
「
由
聖
法
因
義
説
為
法
界
、
以
一
切
聖
法
縁
此
従
来
の
法
界
に
つ
い
て
の
注
釈
を
考
察
す
る
と
、
生
故
、
此
中
界
者
即
是
因
気
」
日
言
っ
て
、
諸
の
聖
法
が
法
界
を
依
り
と
こ
ろ
と
し
て
生
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
入
法
界
品
で
の
法
界
の
注
釈
J
h
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
十
廻
向
は
完
成
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
『
探
玄
記
』
の
「
等
法
界
無
量
廻
向
」
が
一
示
す
よ
う
に
『
華
厳
経
』
に
お
い
て
は
す
べ
て
が
無
辺
で
あ
り
、
無
量
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
菩
薩
は
一
衆
生
、
一
世
界
だ
け
を
相
手
と
す
る
の
で
は
な
く
、
無
辺
の
世
界
に
無
量
の
衆
生
を
常
に
念
頭
に
置
く
か
ら
で
あ
る
。
五
廻
向
の
成
就
こ
の
よ
う
な
広
大
な
る
廻
向
行
は
実
際
K
お
い
て
成
就
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
O
F
義
章
』
の
十
廻
向
を
注
釈
す
る
と
こ
ろ
か
ら
常
に
問
わ
れ
て
来
力
、
こ
の
間
題
は
、
『
大
乗
次
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
窓
口
え
と
し
て
、
「
因
果
法
の
中
で
は
姐
向
は
不
可
能
で
あ
っ
mw 
た
が
、
竜
樹
に
至
っ
て
般
若
空
の
縁
起
思
想
に
戻
っ
た
と
き
廻
向
は
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
」
と
か
、
「
仏
と
衆
生
と
は
同
体
一
如
で
あ
り
、
万
物
は
相
資
相
依
し
て
万
法
は
皆
な
平
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
廻
向
の
可
能
性
を
説
く
場
合
以
も
あ
る
し
、
「
如
来
の
願
ω
 
心
に
よ
る
他
力
廻
向
と
し
て
の
廻
向
の
可
能
山
「
『
八
千
頒
般
若
』
の
随
喜
を
通
じ
て
の
廻
向
の
可
能
」
な
ど
が
あ
る
。
廻
向
の
可
能
性
の
問
題
は
、
菩
薩
の
立
場
と
衆
生
の
立
場
と
の
両
面
か
ら
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
菩
薩
の
立
場
か
ら
は
空
観
と
願
心
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
言
う
な
ら
ば
、
衆
生
の
立
場
か
ら
は
善
教
に
よ
っ
て
発
心
し
、
菩
薩
と
同
等
な
る
菩
薩
行
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
お
い
て
の
み
そ
の
成
就
は
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
こ
の
二
つ
の
立
場
が
表
裏
一
体
を
な
し
た
と
き
に
真
の
廻
向
は
成
就
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
先
の
廻
向
の
可
能
説
は
般
若
思
想
と
か
他
力
廻
向
の
方
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
但
だ
、
中
か
ら
菩
薩
の
廻
向
行
が
可
能
に
な
る
原
動
力
と
し
て
華
厳
の
空
観
と
菩
薩
の
願
心
を
挙
げ
る
。
華
厳
の
空
観
と
は
、
平
等
・
合
一
の
空
観
で
あ
る
。
般
若
経
典
で
の
空
観
が
「
無
執
着
」
と
い
う
意
味
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『
華
厳
経
』
の
空
観
は
「
同
等
・
合
ご
と
し
て
の
意
味
の
方
が
よ
り
強
い
と
思
わ
れ
る
。
十
廻
向
品
の
第
七
廻
向
以
後
こ
と
ご
と
く
平
等
を
説
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
面
を
表
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
第
九
廻
向
の
無
縛
無
着
行
を
通
し
て
普
賢
世
界
を
成
満
し
、
第
十
の
等
法
界
無
量
廻
向
に
至
る
こ
と
は
空
と
し
て
の
普
賢
行
が
空
と
し
て
の
法
界
に
合
一
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
同
様
に
、
華
厳
の
菩
薩
た
ち
は
無
限
に
衆
生
と
の
同
等
を
目
指
し
て
、
菩
薩
は
す
べ
て
を
投
げ
出
し
て
廻
向
す
る
。
『
華
厳
経
』
の
廻
向
の
可
能
性
は
こ
の
よ
う
に
同
等
と
か
合
一
の
空
を
媒
介
と
し
て
菩
薩
と
衆
生
と
が
平
等
に
な
る
と
こ
ろ
に
成
立
し
、
華
厳
無
擬
の
世
界
は
真
空
か
ら
妙
有
を
具
体
化
し
て
行
く
過
程
と
し
て
菩
薩
の
廻
向
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
も
う
一
つ
の
華
厳
廻
向
の
可
能
性
は
、
無
限
に
発
起
す
る
菩
薩
の
願
心
な
く
し
て
は
成
立
さ
れ
な
い
。
願
（
す
伊
口
正
広
コ
伊
）
と
は
、
大
乗
菩
薩
道
に
お
い
て
菩
併
を
比
中
山
ー
の
危
機
か
ら
引
き
出
し
、
品
川
併
と
し
て
の
’
什
覚
と
寸
前
動
を
山
政
起
さ
せ
る
以
似
で
あ
る
。
般
若
M
M
典
か
ら
『
華
山
取
組
』
に
令
る
川
に
お
い
て
、
引
に
H
a
M
つ
願
心
の
動
き
は
、
従
来
、
「
無
上
J
I
等
許
制
」
へ
の
向
上
的
追
ボ
の
願
心
十
廻
向
品
の
経
文
の
62 
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が
主
を
な
し
て
レ
る
の
に
対
し
て
H
華
版
汗
慌
た
ち
の
刷
心
は
仏
と
衆
生
と
の
川
を
市
に
向
上
山
下
す
る
終
リ
な
き
の
反
復
運
動
で
あ
る
。
『
華
厳
仏
の
本
願
は
術
願
（
一
J
T
E－
J
Z弓
ι
r
M
Z
と
し
て
A
一
一
叶
い
に
一
目
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
立
味
が
語
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
静
』
十
地
川
の
持
併
の
十
ト
人
願
も
い
本
朱
阪
を
川
、
く
し
て
一
切
の
劫
数
に
お
い
て
休
む
こ
と
な
き
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
持
雌
の
願
心
は
、
十
山
内
川
の
料
い
え
の
点
下
る
と
こ
ろ
に
「
願
一
切
衆
吐
い
・
：
」
と
い
う
根
付
で
州
ち
て
お
リ
、
「
十
組
’
川
什
川
」
の
大
き
な
判
色
と
も
J
日
い
う
る
で
あ
ろ
行
o
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
持
併
の
山
内
行
は
常
に
菩
雌
の
願
心
と
共
に
凶
リ
立
つ
も
の
と
し
て
、
V
M
ハ
併
が
願
を
山
政
し
て
い
る
山
リ
制
r
川
も
川
能
性
を
的
び
て
栄
作
に
の
い
刈
へ
行
き
似
る
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。
実
際
に
、
経
文
を
読
み
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
は
、
十
組
向
品
の
菩
薩
の
願
は
、
そ
の
願
が
叶
う
か
叶
わ
な
い
か
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
菩
嵯
の
生
命
の
源
で
あ
る
。
廻
向
の
可
能
不
可
能
の
問
題
も
ま
た
、
同
じ
範
暗
に
属
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
心
六
、
お
わ
り
に
こ
こ
で
、
十
組
向
の
全
体
を
概
略
的
に
娠
り
か
え
っ
て
、
ま
と
め
て
見
る
と
、
第
一
廻
向
で
は
菩
薩
の
代
受
苦
説
、
第
二
廻
向
で
は
菩
障
の
不
壊
の
信
心
、
第
三
組
向
で
は
菩
薩
は
三
位
諸
仏
の
廻
向
道
を
学
ぶ
こ
と
、
第
四
廻
向
で
は
菩
薩
は
一
切
処
無
辺
の
世
界
に
出
向
行
を
成
満
す
る
こ
と
、
第
五
組
向
で
は
随
喜
心
と
仏
利
荘
厳
に
つ
い
て
、
第
六
廻
向
で
は
菩
薩
行
は
即
ち
随
順
行
で
あ
る
こ
と
、
第
七
廻
向
で
は
平
等
清
浄
と
不
違
心
に
つ
い
て
、
第
八
掴
向
で
は
真
如
の
よ
う
な
廻
向
行
を
通
し
て
十
平
等
を
成
就
す
る
こ
と
、
第
九
組
向
で
は
菩
薩
の
尊
重
行
を
通
じ
て
普
賢
境
界
に
合
一
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
第
十
廻
向
に
至
っ
て
す
べ
て
の
行
願
が
法
界
に
同
等
す
る
姐
向
行
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
廻
向
行
は
と
て
も
身
近
か
な
物
事
か
ら
始
ま
っ
て
法
界
と
い
う
大
宇
宙
に
ま
で
至
る
こ
と
を
、
こ
の
十
組
向
品
は
十
の
姐
向
を
通
し
て
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
廻
向
行
は
、
先
の
菩
薩
の
願
心
と
同
じ
よ
う
に
、
成
し
遂
げ
る
か
遂
げ
な
レ
か
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
無
限
に
心
を
発
し
て
永
遠
に
行
う
べ
き
道
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
衆
生
が
瞬
間
に
生
き
、
断
面
だ
け
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
菩
薩
は
永
遠
に
生
き
、
全
体
を
見
る
行
者
で
あ
っ
て
、
第
十
廻
向
の
「
等
低
界
無
量
姐
向
」
は
そ
の
意
味
を
現
わ
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
山
法
蔵
著
『
探
玄
記
』
（
大
正
蔵
三
五
、
二
三
六
上
参
照
）
脇
谷
援
謙
著
『
華
厳
経
要
義
』
（
興
教
書
院
一
九
二
O
年
一
六
O
頁
参
照
）
河
野
法
雲
著
『
大
蔵
経
講
座
』
（
東
方
書
院
一
九
三
三
年
、
一
五
六
頁
参
照
）
間
金
子
大
栄
著
、
『
華
厳
経
概
説
』
（
全
人
壮
、
一
九
四
八
年
五
二
頁
参
照
）
伊
藤
瑞
叡
稿
、
「
華
厳
経
の
成
立
」
（
『
講
座
大
乗
仏
教
』
3
所
収
春
秋
壮
一
九
八
三
年
間
木
村
清
孝
稿
、
「
華
厳
経
典
の
成
立
」
（
『
東
洋
学
術
研
究
』
二
三
巻
第
一
号
一
九
八
四
年
凶
水
野
弘
元
稿
「
菩
薩
十
地
説
の
発
展
に
つ
い
て
」
（
印
仏
研
一
巻
二
号
、
六
三
頁
参
照
）
問
『
華
厳
経
』
十
廻
向
品
（
大
正
蔵
十
、
二
一
四
中
引
用
）
刷
『
華
厳
経
』
十
地
品
（
大
正
蔵
十
、
一
七
九
中
引
用
）
間
『
華
厳
経
』
十
廻
向
品
（
大
正
蔵
十
、
二
一
五
下
）
刷
『
華
厳
経
』
十
地
品
（
大
正
蔵
十
、
一
八
一
下
l
一
八
二
中
参
照
）
間
伊
藤
瑞
叡
稿
「
十
地
経
に
お
け
る
含
U
t
F
u
g
の
意
義
L
（
印
仏
研
一
九
巻
一
号
、
一
九
七
O
年
、
二
O
九
頁
引
用
）
聞
神
林
隆
浄
著
『
菩
薩
思
想
の
研
究
』
（
日
本
図
書
一
九
七
六
年
、
四
五
三
l
四
五
八
頁
参
照
）
山
吋
刃
〉
Z
』〈「－
Z
開
。
口
開
問
叶
0
2
六
六
頁
参
照
）
二
二
六
頁
参
照
）
『
∞
亡
ロ
ロ
ェ
－
∞
叶
エ
〈
∞
刃
円
。
∞
〉
Z
∞
穴
同
』
吋
ロ
』
の
叶
－
o
Z
〉
mJヘ』
5
0
包
丁
了
一
九
五
三
年
二
二
三
頁
参
照
日
慧
遠
著
『
大
乗
義
章
』
（
大
正
蔵
四
四
ハ
二
一
六
下
引
用
64 
6う
川
智
綴
著
M
法
蔵
著
『
傑
L
V
A
記』
掴
向
有
三
、
初
約
則
一
者
捨
相
日
出
入
埋
沼
山
願
三
布
二
兵
治
則
止
勉
鴻
上
主
口
提
日
仏
向
。
間
澄
観
許
『
佐
十
ぺ
脈
経
疏
』
（
大
正
誠
一
一
一
五
、
六
九
四
卜
）
問
中
村
元
稿
「
心
の
反
省
」
（
『
仏
教
思
怨
』
第
九
在
心
｜
川
収
、
γ来
上
寸
書
店
、
日
真
肝
龍
此
川
』
柄
、
「
随
喜
と
出
向
」
（
宗
教
研
究
第
五
一
巻
、
一
九
七
七
年
、
二
ハ
三
員
）
間
『
華
厳
経
』
巻
第
三
一
（
大
正
蔵
十
、
一
六
五
中
以
下
参
照
）
日
亀
川
教
信
語
、
『
華
厳
学
』
（
百
華
苑
、
一
九
四
九
年
、
一
六
O
頁
参
照
）
側
般
若
訳
、
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
四
十
（
大
正
蔵
十
、
八
四
四
中
）
削
池
本
重
臣
稿
「
他
力
廻
向
義
の
教
理
史
的
研
究
」
（
竜
谷
大
学
論
集
第
三
八
一
号
、
一
九
六
六
年
、
問
『
菩
薩
理
洛
本
来
経
』
（
大
正
蔵
二
四
、
一
O
一
七
千
）
常
以
無
相
心
中
、
常
万
六
道
而
仏
果
点
、
汗
受
而
豆
諸
豆
、
組
易
転
化
故
五
救
護
一
切
衆
生
雌
衆
生
相
廻
向
ー
凶
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
傍
厳
経
』
（
大
正
蔵
一
九
、
、
一
四
二
中
）
凶
『
華
厳
経
』
（
大
正
蔵
十
、
二
一
四
下
）
間
慧
遠
著
、
『
大
乗
義
章
』
（
大
正
蔵
四
四
、
間
智
綴
著
、
前
掲
室
田
（
六
正
蔵
三
正
、
m
r華
厳
経
』
十
廻
向
品
、
間
右
同
（
大
正
蔵
十
、
倒
法
蔵
著
、
前
掲
書
、
『
俊
玄
記
』
（
大
正
蔵
三
五
、
四
二
F
J
四
三
上
引
用
）
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（
大
正
蔵
三
五
、
二
四
三
上
1
中）
一a
約
利
作
自
得
即
l
小
刀
日
制
大
悲
見
有
点
生
ぷ
向
、
三
約
五
口
提
者
所
修
善
根
不
一
九
八
四
年
、
六
七
員
参
照
）
一
四
頁
参
照
）
七
四
人
中
l
下）
四
三
上
）
（
大
正
蔵
十
、
一
一
一
四
下
J
一
二
五
上
）
一
二
五
上
）
（
大
正
蔵
三
五
、
二
四
三
中
引
用
）
側
『
華
厳
経
』
十
行
品
、
（
大
正
蔵
十
、
一
O
六
下
引
用
）
削
池
本
重
臣
稿
、
前
掲
論
文
一
八
頁
参
照
間
『
華
厳
経
』
十
廻
向
品
（
大
正
蔵
十
、
一
二
六
中
）
開
平
川
彰
稿
「
大
乗
経
典
の
成
立
」
（
東
洋
学
術
研
究
第
二
三
巻
一
号
、
例
法
蔵
著
前
掲
書
（
大
正
蔵
三
五
、
二
四
五
中
）
間
法
蔵
著
前
掲
室
田
（
大
正
蔵
三
五
、
二
四
六
上
）
澄
観
著
前
掲
書
（
大
正
蔵
三
五
六
九
九
上
l
中）
側
『
大
智
度
論
』
（
大
正
蔵
二
五
、
二
五
六
下
）
間
多
田
鼎
著
、
『
廻
向
論
』
（
百
華
苑
、
一
九
四
一
年
、
三
コ
一
頁
参
照
）
側
『
維
摩
詰
所
説
経
』
（
大
正
蔵
一
回
、
五
四
四
中
）
倒
『
華
厳
経
』
十
廻
向
品
（
大
正
蔵
十
、
一
七
一
上
）
華
住
法
師
位
広
行
法
施
・
：
為
諸
衆
生
作
調
御
師
、
一
不
諸
衆
生
一
切
智
道
。
側
『
華
厳
経
』
党
行
品
、
（
大
正
蔵
十
、
八
八
中
l
下）
削
『
華
厳
経
』
十
廻
向
品
、
（
大
正
蔵
十
、
一
七
一
中
）
側
『
華
厳
経
』
十
廻
向
品
、
（
大
正
蔵
十
、
一
七
一
中
）
制
法
蔵
著
前
掲
書
、
（
大
正
蔵
三
五
、
二
七
四
上
）
川
州
慧
苑
著
、
『
刊
定
一
記
』
（
新
纂
続
蔵
三
、
七
一
一
一
中
引
用
（
）
）
附
津
田
真
一
稿
「
大
乗
仏
教
と
密
教
」
（
『
講
座
大
乗
仏
教
』
巻
一
所
収
、
附
『
華
厳
経
』
十
組
向
品
、
（
大
正
蔵
十
、
一
七
二
中
）
附
世
親
造
、
玄
民
訳
『
靖
中
辺
論
』
（
大
正
蔵
三
一
、
一
九
八
四
年
一
O
頁
参
照
一
九
八
一
年
、
二
六
九
！
二
七
O
頁
参
照
四
六
五
下
引
用
）
67 
側
法
蔵
著
、
前
掲
書
、
（
大
正
蔵
三
五
、
四
四
O
中）
附
慧
遠
著
、
前
掲
書
、
（
大
正
蔵
四
四
、
六
三
六
下
！
六
三
七
上
）
側
梶
山
雄
一
著
『
「
さ
と
り
」
と
「
廻
向
」
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
三
年
、
川
多
田
鼎
著
、
前
掲
書
十
五
頁
参
照
間
浄
土
真
宗
の
教
学
者
に
よ
る
廻
向
の
可
能
性
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
当
る
。
同
梶
山
雄
一
稿
「
般
着
思
想
の
生
成
」
（
『
講
座
大
乗
仏
教
教
』
第
二
巻
所
収
一
九
八
三
年
、
68 
二
O
頁
参
照
）七
八
頁
参
照
）
